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建設産業情報（最近の動向） 
 
 
在外公館名 在ニューヨーク総領事館           
 
記入日   ２０１６年５月      
 
 
１．現地の建設・不動産市場に係る経済情報 
  

資料名：新築住宅着工許可件数（連邦統計局）（ニューヨーク都市圏を選択可能。

また、金額ベースも選択可能。）（２０１６年４月） 
URL：http://www.census.gov/construction/bps/msamonthly.html 
 

  資料名：ニューヨーク住宅価格指数（S&P Dow Jones Indices LLC）（２０１６年

３月）（以下のリンクからニューヨーク都市圏を選択可能。） 
URL：http://us.spindices.com/index-family/real-estate/sp-case-shiller 

 
 
２．建設業制度、入札契約制度、不動産業制度の改正動向  
特になし。 

 
３．報道情報 
 タイトル、概要 日付/掲載紙 
１ 「ハドソンヤードの高層ビルがオープン」： ５月３１日，

ＮＹ市マンハッタン区西端の大規模再開発事業であるハド

ソンヤード再開発プロジェクトのうち，１０ハドソンヤー

ドのビルがオープン。ファッションブランドのコーチ

(Coach)の本社が最初のテナントとして入居を決めており，

今後数週間のうちに引っ越す。近くを通るハイライン（注：

高架貨物鉄道の廃線を再生した遊歩道型の公園で，連日多

くの観光客が訪れている）の観光客に対し，過去から現在

までの２０００個のコーチのハンドバッグ等を展示する

“Coach Passage”を作る予定。当該プロジェクトを実施

している Related 社（当地不動産デベロッパー最大手のひ
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とつ）等は，２０２５年までに２００億ドルの投資を実施

する計画。なお，三井不動産は５５ハドソンヤード（５１

階建て，床面積約１３０万スクエアフィート（≒１２万㎡））

のビル開発に参画しており，当該ビルは２０１７年に完成

する予定。今後，開発エリア内の地下に存在するニューヨ

ーク都市圏交通公社の鉄道車両の操車場の地上に，オフィ

ス，店舗，住宅，公共緑地，学校等を開発していくことと

なる。Related 社によると，ハドソンヤードプロジェクト

の中には，２つのコジェネレーション施設が設置され，ビ

ルのエネルギー消費量の６０％を供給するなどし，毎年２

６００世帯分の温室効果ガスの排出削減を達成するとして

いる。 
 
 
４．その他我が国の建設産業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 
２０１６年５月より，経済開発公社（Economic Development Corporation）及びＮＹ

市交通庁（Department of Transportation）が，ＮＹ市ブルックリン区とクイーンズ区

を南北に結ぶストリートカー新設計画（本年初めにデ＝ブラジオＮＹ市長より発表され

たもの）の具体化に向け，順次地域住民と意見交換会を実施。資料は以下ＵＲＬ参照。 
http://www.nycedc.com/system/files/files/project/BQX%20-%20Astoria%205.9.16.pdf 

 








